
 

学 校 名 等 東白川村立東白川小学校 

 実 施 日 時 夏休み 

会 場 各家庭 

参 加 人 数 全校生徒 ８０名の家庭 

学習課題（分野） 東白川村でとれた「夏野菜を使って親子 de クッキング！」 

運営者の願い 

「食」への知識・関心を親子で持ち、子供たちに地元食材を身近
に感じてもらいたいと考えた。夏の暑さで食生活も不規則になりが
ちな時期に栄養のバランスや彩、食べ方など家族で工夫して楽し
んで調理をしてほしい。 

学 習 の 内 容 

＜取組内容 ＞ 

 地元で採れた食材を使って、親子で一緒に料理をつくる。 

 

 

＜実施の流れ ＞  

７月１５日：案内の通信、カードを配付。     案内のおたより＜※１＞ 

夏休み中に各家庭で実施。         記録カード＜※２＞ 

記録カードを校内に掲示し紹介。        校内掲示＜※３＞ 

 

 

＜取組ポイント＞ 

子どもだけで作るのではなく、何を作るか、どのような食材を使うか、 

親子で話をして、一緒につくることで、会話やコミュニケーションがうまれる。 

 子どもの学年に応じて、各家庭で無理のない料理が考えられていて、みんなが楽

しんで参加できている。 

 

 

＜参加者の感想 ＞ 

○子ども 

・野菜たっぷりでおいしくて体によい料理ができてよかった。 

 ・楽しかった。また作りたい。 

 ・トマトの皮は冷凍庫で凍らせてからむいたらきれいにむけた。 

 ・自分で収穫するところからできて、楽しくできた。 

 ・はじめて挑戦した料理だけど、みんながおいしいと言ってくれた。 

○保護者 

・子どもと一緒に楽しく作ることができた。 

・パクパク食べてくれてうれしかった。 

 ・食材が地元の野菜なので、フレッシュでおいしかった。 

 ・おじいちゃん、おばあちゃんが作ってくれた野菜で料理ができて、 

家族みんなが喜んで食べた。 

 ・子どもが包丁を使うことは心配だったけど、これからもお手伝いを 

たくさんして上手になってもらいたい。 

・これを機に少しずつ、お手伝いや食に興味を持ってもらいたいと思う。 

 

【取組時期の配慮】 

夏バテが心配された

り、食生活が乱れがちに

なったりする夏休み。 

夏野菜がたくさん収穫

でき、子どもたちは夏休

みで時間に余裕があるこ

の時期を実施時期に選ん

だ。 

在宅取組型（小学校） 

案内のおたより＜※１＞ 

【ふるさと教育】 

東白川村でとれた食材

を使って料理をすること

で、地元の良さを知り、

ふるさとを愛する気持ち

につながる取組である。 



 

校内掲示 ＜※３＞ 

記録カード ＜※２＞ 

 

 

 

 

お料理の名前                                

 

 

 

 

●完成図または写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 年       年 名 前  

作った日  月  日（  ） どれかに○→ 朝食 ・昼 食 ・夕 食 ・その他 

≪夏休み親子で食育活動≫ 

「夏野菜を使って親子 deクッキング！」 

東白川村で

採れた 

そのほかの材料 

PRポイント（材料や作り方で工夫したことなど） 

 

使った東白川村でとれた夏野菜の名前 

子どもの感想 家族からのひとこと 

 

【記録カードの工夫】 

東白川村で採れた夏野菜とそ

のほかの材料をそれぞれ記入す

る欄が設けてある。PR ポイント

(工夫した点など)を書ける。 


